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技術相談 

提供可能技術： 

・アンケート調査を用いた授業評価 

・共分散構造モデリングを用いた分析 

 

 

 
研究内容： 高専生のためのアントレプレナーシップ教育 

 アントレプレナーシップは、経営学において財やサービスを作り出すための機会の発見・共創、 

評価及びこれらの活用プロセスと言われています(Newman et al., 2019)。また、アントレプレナ 

ーシップ教育は、起業家として必要な知識を得るとともに、リーダーシップと創造力、俯瞰する 

力、リスクコントロール力、忍耐強さといった能力を高めることで変化の激しい現代社会で求 

められる力を身につけることである(高橋、2014)。 

アントレプレーシップが重要視されてきている反面、経営学部をメインとしてアントレプレナーシ      

ップ教育が実践されてきたため工学分野におけるアントレプレナーシップ教育の構築は未だ開発段階にある。そこ

で、我々は工学分野に特化したアントレプレナーシップ教育を促進するとともに現在のアントレプレナーシップの新た

なあり方として製品・サービスの開発を加味したアントレプレナーシップ教育の開発を実現しようと取り組んでいます

(図１)。 

 

図 1 研究イメージ図 
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

SPSS IBM 

AMOS IBM 

  

  

  

 

 


